
いては、未整備地区のうち、特に新曽地区の整 　雨水整備については、地区ごとの雨水計画を新たに立て、整

備が遅れており、整備を促進する必要がある。また、近年頻発 備の促進を図る。また、浸水被害が多い地区において、浸水対

する集中豪雨や大型化する台風に対し、緊急かつ効率的な浸水 策を実施し安心・安全の確保を図る。

対策を講じる必要がある。

　汚水整備については、令和2年度に事業推進の強化を図り、目標値を大幅に上回る成果と

なった。雨水整備については、目標を達成したが、浸水被害を軽減するため更なる対策を検

Ｂ
討する。

　汚水整備については、未整備地区の解消を図るとともにストックマネジメント計画に基づ

き、下水道施設の更新を進める必要がある。また、雨水整備、浸水対策については、近年の

↑ 気候変動に伴い豪雨の発生頻度が高くなっていることから、事業を推進する必要がある。こ

れらのことから、計画策定・設計業務・工事監理に要する人員と予算の増加が必要となる。

　汚水未整備地区については、引き続き整備の促進に努めること。雨水未整備地区については、早急に整備を進めるとともに、効率的かつ

効果的な浸水対策を実施すること。また、下水道施設の老朽化対策や耐水化を進め、災害時等においても市民生活に影響を及ぼす事象がな

いように適切な維持管理・更新を進めること。
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分　　野
関係課

施　　策

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
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３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
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指標名 単位 目標値
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○結果と今後の方向性　（シート作成次長記入）
進捗状況

（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（人員/予算）
（↑増加、→維持、↓削減） 説　明

（人員/予算）

（評価者コメント）

05 快適で過ごしやすいまち 上下水道部・下水道施設課

07 上下水道 水安全部・総務課

63 公共下水道の普及促進

　市民生活の快適性を高めるため、下水道の普及を促進し、多くの市民の生活環境の改善や公衆衛生の向上を図ります。

　また、近年の都市型豪雨にも、市民が床上浸水などについて必要以上に不安を抱かず、安全で安心して暮らせるまちづく

りを実現します。　　　　

汚水整備事業

雨水整備事業

浸水対策事業

汚水整備率１ 新曽第一土地区画整理事業地区整備率
％ 80.5 52 55 59.4 69.6 74.9 82.8

(整備予定面積÷計画整備面積 )
汚水整備率２ 新曽第二・新曽中央地区内整備率

％ 37.1 19.3 22.9 25.4 31.2 35.4 47
(整備予定面積÷計画整備面積 )

雨水整備率 雨水整備率
％ 71.7 70.4 70.6 70.9 72.1 72.1 72

(整備予定面積÷計画整備面積 )

　汚水整備については、市全体の整備率が90%を超えているが 　汚水整備については、新曽第一地区及び新曽中央地区の整備

、未整備地区の早期解消に向け、整備を促進する必要がある。 を令和４年度までにおおむね完了させる。

　雨水整備につ
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